
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】

効率が良く、抵抗の少ない船舶を提供する。

【解決手段】

船舶下部の取水口Ｄから取水し、この水を昇圧させ、こ

の水のエネルギーを効率よく、層流と乱流の中間の変移

領域を利用して船尾から排出し、推進力を船舶に与える

方法。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
船 舶 前 方 下 部 か ら 取 水 し た 海 水 、 河 川 水 を 高 圧 タ ン ク に 貯 留 し 、 該 高 圧 水 を 適 度 に 流 量 制
御 し 、 船 尾 か ら 効 果 的 に 分 散 し て 流 す こ と に よ り 、 推 進 力 を 向 上 さ せ る 方 法 で 層 流 と 乱 流
の 中 間 域 、 即 ち 変 移 領 域 を 利 用 す る カ ジ が な く 、 プ ロ ペ ラ な し の 新 推 進 方 法 及 び 船 舶
【 請 求 項 ２ 】
排 出 さ せ る 水 量 の 分 散 方 法 に お い て 船 尾 の 両 側 の 外 壁 か ら の 流 れ 、 即 ち 側 流 を 強 く 、 大 量
に 流 し 、 内 側 の 流 れ を 弱 く す る 〔 請 求 項 １ 〕 の 方 法
【 請 求 項 ３ 】
排 出 さ せ る 水 量 の 分 散 方 法 に お い て 船 尾 の 後 方 で ク ロ ス さ せ る 請 求 項 １ の 方 法
【 請 求 項 ４ 】
排 出 さ せ る 水 量 の 排 出 出 口 と の
　
　
　
　
推 進 す る 方 向 の 逆 方 向 で 海 底 、 川 底 に 向 け 水 面 と の 角 度 ４ ５ ℃ 以 下 に す る 請 求 項 １ の 方 法
【 請 求 項 ５ 】
船 底 の 一 部 を 双 頭 に し 、 そ の 間 を ジ ェ ッ ト 墳 流 を 流 し 、 ア ワ だ て て 船 底 の 抵 抗 を 少 く す る
請 求 項 １ の 方 法
【 請 求 項 ６ 】
船 を サ ブ バ ー ジ に し 、 海 水 等 の 抵 抗 を 下 げ た 請 求 項 １ の 方 法
【 請 求 項 ７ 】
取 水 す る 水 容 量 は 船 舶 容 量 の ５ ％ 以 上 と す る 請 求 項 １ の 方 法
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
船 舶 の 推 進 に 関 す る 、 省 エ ネ に 関 す る 技 術 分 野
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
特 に な し 、 公 知 事 実 の 組 合 せ
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
地 球 温 暖 化 対 策 の た め に は Ｃ ｏ ２ の 削 減 が 緊 急 の 課 題 に な っ て い る 。 Ａ 重 油 等 を 使 う 船 舶
に つ い て も 例 外 で は な い 。 一 方 経 済 の 進 展 も 求 め ら れ て お り 、 こ の 相 矛 盾 し た 課 題 を 解 決
す る 為 に は 省 エ ネ で か つ 高 速 の 船 舶 が 求 め ら れ て い る 。
こ の 課 題 を 解 決 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る 為 の 手 段 】
従 来 法 の プ ロ ペ ラ タ イ プ の 推 進 船 で は 減 速 器 を つ け て 回 転 数 を 遅 ら せ た り 、 逆 推 プ ロ ペ ラ
を つ け て 効 率 を 上 げ た り し て い て い る が 重 油 等 に よ る 燃 焼 エ ネ ル ギ ー よ り 発 生 し た 回 転 エ
ネ ル ギ ー を 効 率 よ く 推 進 力 に 反 映 で き て い な い 。
本 方 法 に よ れ ば 従 来 法 の ２ ～ ３ 倍 の 高 効 率 に な る の で Ａ 重 油 等 の 使 用 量 の 半 減 が 達 成 で き
京 都 議 定 書 の 大 部 分 が 達 成 出 来 る 。
本 発 明 は
船 舶 の 底 部 よ り 取 水 と 、 こ れ を 中 間 タ ン ク に 高 圧 水 と し て 保 持 し 、 こ れ を 随 時 、 適 当 に 分
散 し 、 船 尾 よ り 海 水 に 押 し 出 す も の で 、 プ ロ ペ ラ 、 カ ジ の い ら な い ｔ ｙ ｐ ｅ の 船 舶 と な る
も の で あ る 。 原 理 は 海 水 な り 、 河 川 水 を 取 水 し 、 昇 圧 す る 為 の エ ネ ル ギ ー を ほ ぼ 完 全 に 該
水 に 与 え る と こ ろ に ｐ ｏ ｉ ｎ ｔ が あ り 、 そ の 高 圧 水 に よ り 船 外 の 水 を 押 す 方 法 に 特 長 が あ
り ま す 。
そ の 押 し 方 と し て は 、
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船 尾 の 両 側 の 外 壁 に そ っ て 、 多 く 、 強 く 流 す 事 、 中 央 は 反 力 を 押 え る 為 に 少 量 流 す こ と に
よ り 、 よ り 効 果 的 に 水 の 反 力 を 応 用 出 来 る 所 に 特 長 が あ り 、 こ れ ら に よ り 従 来 法 の ２ ～ ３
倍 の 効 率 を え る こ と が 出 来 る 革 新 的 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
こ の 方 法 に よ り 従 来 法 の ２ － ３ 倍 の 効 果 が あ る 。 こ の 場 合 、 押 し 出 す 水 は 層 流 と 乱 流 の 中
間 、 即 ち 変 移 領 域 を 利 用 し 、 し か も カ ジ も プ ロ ペ ラ も な い た め に そ れ だ け 抵 抗 の 少 い 船 舶
と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
取 水 す る 場 所 は 船 底 で 前 部 と し 、 昇 圧 す る 水 の
　
　
　
　
数 本 か ら 、 数 十 数 の パ イ プ よ り 排 水 し 、 排 水 す る 量 は 外 壁 に 多 く 、 中 央 を 少 く し 、 排 水 す
る 速 度 は 変 移 領 域 と し 、 ジ ェ ッ ト に し な い 領 域 と し 、 排 水 す る 角 度 は 水 面 か ら 水 底 へ ４ ５
℃ 以 下 と す る 形 態 と な る 。 水 量 は 船 体 容 量 の １ ０ ％ 以 上 と す る
【 産 業 上 の 利 用 の 可 能 性 】
極 め て 高 い 、 省 エ ネ は 国 際 に も 要 請 あ り 、
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 － １ 】 側 面 図 　 側 面 を 表 わ し て い る 船 舶 Ｃ で 、 エ ン ジ ン Ａ よ り 燃 料 油 Ｇ を 燃 焼 さ せ て
発 生 さ せ た 回 転 力 Ｅ で 取 水 口 Ｄ よ り 取 水 し た 水 を 昇 圧 し 、 高 圧 タ ン ク Ｂ に 貯 留 し 、 排 水 管
群 Ｆ で 排 出 す る 、 排 出 す る 方 向 、 角 度 は 任 意 で あ る が 側 面 は 多 く 、 水 圧 を 反 力 と す る 為 に
水 面 と の 角 度 ４ ５ ° を 最 大 に し て 下 方 に 排 出 す る プ ロ ペ ラ な し 、 カ ジ な し 船 舶 Ｃ
【 図 － ２ 】 見 取 図 　 Ｆ の 排 水 管 群 を 示 す 。 外 側 に 多 く 流 す 。 中 央 の １ ０ ０ 倍 以 上 が 望 ま し
い 。
【 符 号 の 説 明 】
Ａ ： エ ン ジ ン
Ｂ ： 高 圧 タ ン ク
Ｃ ： 船 舶
Ｄ ： 取 水 口
Ｅ ： 回 転 力 を 与 え る モ ー タ ー 等
Ｆ ： 排 水 管 群
Ｇ ： 燃 料 油
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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